
多
様
な
デ
ー
タ
か
ら
新
た
な
気
付
き
を
得
て

金
融
行
政
を
高
度
化

共
同
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

共
同
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

本
格
始
動
と
デ
ー
タ
活
用
の
新
展
開

本
格
始
動
と
デ
ー
タ
活
用
の
新
展
開

新
た
な
枠
組
み
の
下
で

新
た
な
枠
組
み
の
下
で

デ
ー
タ
活
用
を
高
度
化

デ
ー
タ
活
用
を
高
度
化

　

金
融
庁
は
、
金
融
行
政
の
高
度
化

を
図
る
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
、

デ
ー
タ
活
用
の
高
度
化
を
掲
げ
て
き

た
。
そ
の
一
環
と
し
て
進
め
て
き
た

高
粒
度
デ
ー
タ
を
収
集
・
管
理
す
る

新
た
な
枠
組
み
（
共
同
デ
ー
タ
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
で
は
、
２
０
２
３

年
９
月
期
か
ら
段
階
的
に
デ
ー
タ
収

集
に
取
り
組
み
、
25
年
３
月
期
か
ら

本
格
的
に
運
用
を
開
始
し
た
。

　

新
た
に
収
集
さ
れ
た
銀
行
の
貸
出

明
細
は
、
個
々
の
債
務
者
の
実
態
を

踏
ま
え
た
多
面
的
な
実
態
把
握
や
、

銀
行
の
与
信
行
動
に
係
る
デ
ー
タ
に

よ
る
裏
付
け
に
加
え
、
既
存
徴
求
デ

ー
タ
の
代
替
・
廃
止
（
計
表
代
替
）

に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
セ
ス

の
合
理
化
を
可
能
と
し
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
高
度
化
に
大
き
く
貢
献
す
る

と
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
高
粒
度
デ

ー
タ
の
特
性
を
生
か
し
、
機
械
学
習

等
の
多
様
な
分
析
手
法
を
応
用
す
る

こ
と
で
、
新
た
な
視
点
の
獲
得
に
も

つ
な
が
り
得
る
。

　

金
融
庁
は
、
高
粒
度
デ
ー
タ
分
析

を
は
じ
め
と
す
る
分
析
事
例
の
一
部

を
『F

SA
 A

nalytical N
otes

│
金

融
庁
デ
ー
タ
分
析
事
例
集
│
』（
通

称
「
Ｆフ

ァ

ン
Ａ
Ｎ
」。
こ
れ
は
、
デ
ー
タ

分
析
の
楽
し
み
（
ｆフ

ァ

ン
ｕ
ｎ
）、
好
き

金
融
庁
は
近
年
、
金
融
行
政
の
高
度
化
の
た
め
に
デ
ー
タ
活
用
を
強
化
し
て
き
た
。
本
稿
で
は
、

共
同
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
本
格
始
動
を
見
据
え
て
力
を
入
れ
て
き
た
高
粒
度
デ
ー
タ

分
析
や
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
人
材
育
成
に
係
る
各
取
り
組
み
を
中
心
に
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
高
度
化
に
向
け
た
デ
ー
タ
活
用
の
進
捗
と
今
後
の
展
望
を
概
観
す
る
。

金
融
庁

前
総
合
政
策
局
マ
ク
ロ
・
デ
ー

タ
分
析
参
事
官
チ
ー
フ
デ
ー
タ

オ
フ
ィ
サ
ー

（
現
金
融
担
当
大
臣
秘
書
官
）

宮
本
孝
男

前
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
調
整
官

（
現
保
険
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
管
理
官
）

伊
藤
仁
美
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な
人
（
ｆフ

ァ

ン
ａ
ｎ
）
と
い
う
思
い
も
込

め
て
い
る
）
と
し
て
公
表
し
て
き
た
。

23
年
６
月
の
初
回
公
表
以
降
、
こ
れ

ま
で
に
計
19
本
の
レ
ポ
ー
ト
を
公
表

し
、
デ
ー
タ
分
析
の
実
績
を
着
実
に

積
み
重
ね
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
、

共
同
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

運
用
開
始
を
見
据
え
、
貸
出
明
細
を

活
用
し
て
新
た
な
切
り
口
に
よ
る
分

析
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

銀
行
貸
出
を
巡
る

銀
行
貸
出
を
巡
る  

き
め
細
や
か
な
実
態
把
握

き
め
細
や
か
な
実
態
把
握

　

F
A

N

（2025. 6

）vol. 1

の
「
新

規
設
立
法
人
向
け
融
資
に
関
す
る
分

析
」
で
は
、
貸
出
明
細
と
国
税
庁
等

の
法
人
関
連
デ
ー
タ
を
結
合
し
、
貸

出
先
の
設
立
年
月
日
に
着
目
し
た
実

態
把
握
や
検
証
を
実
施
し
た
（
図
表

１
）。
設
立
か
ら
５
年
未
満
の
新
規

設
立
法
人
に
対
す
る
融
資
の
動
向
を

確
認
す
る
と
、
東
京
都
所
在
企
業
向

け
や
不
動
産
業
向
け
が
多
い
が
、
福

岡
県
等
の
地
方
都
市
圏
で
も
活
発
に

取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

　

新
規
設
立
法
人
で
あ
る
こ
と
が
貸

出
金
利
や
期
間
等
の
融
資
条
件
に
影

響
し
て
い
る
の
か
を
検
証
し
た
と
こ

ろ
、
統
計
上
は
既
存
法
人
向
け
の
融

資
と
大
き
な
差
異
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
新
規
設
立
法

人
で
あ
る
こ
と
が
不
利
な
貸
出
条
件

に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な

い
と
推
察
さ
れ
る
。

　

F
A

N

（2025. 1

）vol. 2

の
「
地

域
銀
行
の
住
宅
ロ
ー
ン
に
関
す
る
実

態
把
握
」
で
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
債
権

を
金
利
水
準
別
、
地
域
別
や
実
行
年

別
に
集
計
し
、
そ
の
傾
向
を
確
認
し

た
（
図
表
２
、
３
）。
金
利
種
別

（
変
動
か
固
定
か
）
の
分
布
に
は
地

域
差
が
あ
る
こ
と
や
、
全
地
域
で
新

規
実
行
さ
れ
た
住
宅
ロ
ー
ン
の
１
件

当
た
り
貸
出
期
間
や
貸
出
金
額
が
右

肩
上
が
り
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
特
に
貸
出
期
間
が

35
年
を
超
え
る
超
長
期
の
ロ
ー
ン
が
、

九
州
・
沖
縄
な
ど
西
日
本
で
増
え
て

い
る
こ
と
が
可
視
化
さ
れ
た
。
こ
の

他
に
も
越
境
貸
出
や
保
全
状
況
、
信

用
保
証
協
会
に
よ
る
保
証
の
活
用
状

〔図表１〕 産業別の新規設⽴法⼈向け融資が法⼈向け融資全体に占める割合

〔図表２〕 地域銀行住宅ローン残高の金利種別割合

（出所） 　金融庁（図表２～４も同じ）
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況
、
不
動
産
業
向
け
貸
出
、
気
候
変

動
に
関
す
る
移
行
リ
ス
ク
・
物
理
的

リ
ス
ク
の
状
況
な
ど
、
貸
出
明
細
を

活
用
し
た
新
た
な
切
り
口
で
実
態
把

握
を
進
め
て
き
た
（
図
表
４
）。

　

他
方
で
、
共
同
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
収
集
し
て
い
る
各
期
末

に
残
存
す
る
貸
出
明
細
だ
け
で
は
捕

捉
で
き
な
い
点
も
あ
る
。
例
え
ば
、

デ
ー
タ
に
現
れ
る
の
は
銀
行
が
貸
出

実
行
を
判
断
し
た
先
の
み
で
あ
る

（
す
な
わ
ち
、
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
バ
イ

ア
ス
に
よ
っ
て
一
定
の
信
用
力
が
あ

る
先
に
絞
ら
れ
て
い
る
）。
そ
れ
故
、

本
邦
企
業
の
全
体
像
と
は
必
ず
し
も

言
え
な
い
こ
と
や
、
期
中
に
貸
出
明

細
か
ら
消
滅
し
た
レ
コ
ー
ド
に
つ
い

て
返
済
で
あ
る
か
他
行
へ
の
借
り
換

え
で
あ
る
か
等
の
区
別
が
困
難
な
こ

と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
留
意
点
も
認

識
し
つ
つ
考
察
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

高
粒
度
デ
ー
タ
の
強
み
を

高
粒
度
デ
ー
タ
の
強
み
を

生
か
す
Ａ
Ｉ
活
用

生
か
す
Ａ
Ｉ
活
用

　

共
同
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
貸
出
明
細
は
、
１
基
準
日
だ
け
で

も
千
万
件
単
位
の
債
権
数
が
記
録
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に

対
し
て
機
械
学
習
等
の
Ａ
Ｉ
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
新
た
な
示
唆
を
得
ら

れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

F
A

N

（2024. 7

）vol. 1

の
「
地

方
銀
行
に
お
け
る
不
動
産
業
向
け
貸

出
及
び
そ
の
債
務
者
区
分
の
動
向
に

関
す
る
分
析
」
で
は
、
空
室
率
等
の

不
動
産
市
況
指
数
が
不
動
産
業
者
の

将
来
的
な
債
務
者
区
分
の
悪
化
（
信

用
リ
ス
ク
の
増
加
）
に
ど
の
程
度
寄

与
す
る
の
か
を
機
械
学
習
で
分
析
し

た
。
さ
ら
に
、F

A
N

（2025. 6

）

vol. 3

の
「
地
方
銀
行
の
貸
出
明
細

デ
ー
タ
等
と
マ
ク
ロ
経
済
指
標
を
用

い
た
信
用
リ
ス
ク
に
関
す
る
予
兆
分

析
の
試
行
」
は
、
企
業
財
務
や
マ
ク

ロ
経
済
指
標
を
用
い
て
、
機
械
学
習

に
よ
り
将
来
の
債
務
者
区
分
の
悪
化

を
一
定
の
精
度
で
予
測
で
き
る
こ
と

〔図表３〕 貸出期間別の地域銀行住宅ローン残高割合の推移

〔図表４〕 機械学習モデルによる信用保証の有無に影響を与えている特徴量
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を
再
確
認
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
の
概
念
は
広
く
、
分
析
対
象

は
定
量
デ
ー
タ
に
必
ず
し
も
と
ど
ま

ら
な
い
。
金
融
庁
は
、
自
然
言
語
処

理
を
用
い
た
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
分

析
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、F

A
N

（2025. 5

）
の
「
Ａ
Ｉ
技
術
を
用
い

た
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
解
析
検
証
」

で
は
、
各
行
が
開
示
し
て
い
る
デ
ィ

ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に
お
け
る
不
動

産
・
住
宅
ロ
ー
ン
関
連
の
記
述
の
傾

向
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

テ
キ
ス
ト
解
析
の
活
用
で
、
ミ
ク

ロ
の
積
み
上
げ
か
ら
マ
ク
ロ
の
動
向

を
把
握
す
る
こ
と
や
、
業
態
や
金
融

機
関
間
の
比
較
検
証
が
可
能
で
あ
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
こ
の
解
析
手

法
も
応
用
し
たF

A
N

（2025. 7

）

の
「
定
量
的
分
析
手
法
及
び
テ
キ
ス

ト
デ
ー
タ
分
析
手
法
に
よ
る
銀
行
の

気
候
関
連
リ
ス
ク
に
関
す
る
分
析
」

で
は
、
定
量
デ
ー
タ
が
発
展
途
上
に

あ
る
気
候
変
動
の
分
野
に
お
い
て
、

そ
の
分
析
結
果
の
テ
キ
ス
ト
解
析
に

よ
る
補
強
を
試
み
て
お
り
、
定
量
・

定
性
の
両
面
か
ら
実
態
を
捉
え
た
好

事
例
と
な
っ
て
い
る
。

デ
ー
タ
活
用
を
支
え
る

デ
ー
タ
活
用
を
支
え
る  

環
境
整
備
と
精
度
の
向
上

環
境
整
備
と
精
度
の
向
上

　

共
同
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
本
格
運
用
開
始
を
見
据
え
、
デ
ー

タ
を
管
理
・
蓄
積
可
能
な
イ
ン
フ
ラ

環
境
や
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
の

構
築
も
同
時
並
行
で
進
め
て
き
た
。

デ
ー
タ
活
用
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
業
務

に
い
っ
そ
う
溶
け
込
ま
せ
る
た
め
に

は
、
よ
り
多
く
の
職
員
が
デ
ー
タ
分

析
結
果
に
ア
ク
セ
ス
し
、
随
時
参
照

で
き
る
環
境
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
貸
出
明
細
等
を
企
業
・

銀
行
間
の
取
引
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
と

し
て
可
視
化
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
開
発
や
、
Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
活

用
し
た
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
整
備
な

ど
、
多
く
の
職
員
が
直
感
的
な
操
作

で
高
粒
度
デ
ー
タ
分
析
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
態
勢
の
構
築
も
進
め
て
き
た
。

　

一
方
で
、
貸
出
明
細
は
個
別
企
業

の
信
用
力
に
係
る
情
報
も
含
ま
れ
て

お
り
、
既
存
徴
求
デ
ー
タ
以
上
に
機

微
性
が
高
く
、
慎
重
な
利
用
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
貸
出
明
細
に

ア
ク
セ
ス
可
能
な
職
員
の
制
限
や
専

用
環
境
か
ら
の
デ
ー
タ
持
出
規
定
な

ど
、
厳
格
な
運
用
ル
ー
ル
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

　

デ
ー
タ
の
蓄
積
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

へ
の
活
用
が
進
む
と
と
も
に
、
高
粒

度
デ
ー
タ
の
利
用
ニ
ー
ズ
も
広
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
一
方
で
、
厳

格
な
情
報
管
理
と
利
便
性
の
追
求
は

表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、N

eed-
to-K

now

を
見
極
め
つ
つ
、
適
切
な

デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
在
り
方
を
不

断
に
追
求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

高
粒
度
デ
ー
タ
分
析
を
効
率
的
に

進
め
、
そ
の
価
値
を
最
大
限
に
高
め

る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
が
「
き
れ
い

で
あ
る
こ
と
」
も
重
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
デ
ー
タ
項
目
の
粒
度
が
上
が

る
ほ
ど
、
銀
行
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
定

義
や
取
り
組
み
実
態
が
異
な
り
、
銀

行
横
断
で
提
出
デ
ー
タ
の
整
合
性
を

確
保
す
る
の
が
難
し
く
な
る
。

　

実
際
に
、
銀
行
に
よ
る
貸
出
先
の

業
種
分
類
の
差
異
等
に
よ
り
、
集
計

の
切
り
口
次
第
で
一
見
異
常
値
の
よ

う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
ケ
ー
ス
や
、

銀
行
の
債
務
者
顧
客
番
号
等
の
入
力

状
況
に
よ
っ
て
、
計
表
代
替
の
プ
ロ

セ
ス
で
既
存
徴
求
デ
ー
タ
と
貸
出
明

細
か
ら
再
現
し
た
結
果
が
大
き
く
乖

離
し
た
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
た
。
特
定

さ
れ
た
要
因
を
定
期
的
に
銀
行
に
還

元
す
る
と
と
も
に
、
ク
レ
ン
ジ
ン
グ

ツ
ー
ル
を
開
発
す
る
こ
と
で
、
金
融

機
関
の
負
担
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
デ

ー
タ
の
精
度
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

デ
ー
タ
人
材
の
育
成
は

デ
ー
タ
人
材
の
育
成
は  

広
く
深
く

広
く
深
く

　

高
粒
度
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
、
そ

の
活
用
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
ほ
ど
、
デ

ー
タ
を
取
り
扱
う
ス
キ
ル
の
あ
る
人

材
の
育
成
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

金
融
庁
は
20
年
度
か
ら
、
デ
ー
タ
分

析
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
デ

ー
タ
分
析
に
関
す
る
研
修
の
実
施
や
、

優
秀
な
分
析
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す

る
表
彰
制
度
の
創
設
な
ど
、
デ
ー
タ

分
析
人
材
の
裾
野
を
広
げ
て
き
た
。

24
年
度
か
ら
は
、
デ
ー
タ
分
析
を
特

集
し
た
金
融
経
済
学
勉
強
会
と
し
て
、

D
ata A

nalysis Study H
our

（
通

称
「
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
」）
とD

ata A
naly-

sis K
now

ledge Square

（
通
称

「
ナ
レ
ッ
ジ
ス
ク
エ
ア
」）
を
開
始

し
た
。

　

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
は
、
昼
休
み
に
デ
ー
タ

分
析
に
特
化
し
た
講
演
会
を
開
催
し
、

金
融
庁
や
財
務
局
職
員
に
広
く
案
内

す
る
こ
と
で
、
幅
広
く
関
心
を
高
め

る
こ
と
を
意
図
し
た
取
り
組
み
で
あ

る
。
デ
ー
タ
分
析
を
専
門
と
す
る
学

識
経
験
者
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
分

析
に
携
わ
る
金
融
庁
職
員
も
自
ら
発

表
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
分
析
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
目
的
と
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し
て
い
る
。

　

ナ
レ
ッ
ジ
ス
ク
エ
ア
は
、
よ
り

「
深
く
」
デ
ー
タ
分
析
の
知
見
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

マ
ク
ロ
・
デ
ー
タ
分
析
参
事
官
室
に

在
籍
し
て
い
る
各
分
野
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
が
交
代
で
講
義
を
行
い
、
主
と

し
て
高
粒
度
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
職

員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た

取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
築
・
管
理
や
大
量
デ
ー
タ
の
効
率

的
な
処
理
、
統
計
学
や
計
量
経
済
学

の
知
見
、
Ａ
Ｉ
に
係
る
専
門
知
識
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
業
務
経
験
と
デ
ー
タ

分
析
を
つ
な
げ
る
視
点
を
有
す
る
人

材
の
育
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ

ル
を
有
す
る
人
材
バ
ン
ク
の
構
築
が

確
実
に
進
展
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
人
材
の
活
用
を
巡
り

デ
ー
タ
人
材
の
活
用
を
巡
り

広
が
る
地
平
線

広
が
る
地
平
線

　

デ
ー
タ
人
材
基
盤
の
拡
大
は
、
当

初
想
定
し
て
い
た
分
野
以
外
の
領
域

に
お
け
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
も
生
み
出

す
。FA

N

（2024. 7

）vol. 2

の
「
高

速
取
引
行
為
が
市
場
流
動
性
や
市
場

変
動
の
大
き
さ
に
与
え
る
影
響
に
関

す
る
分
析
」
やF

A
N

（2025. 1

）

vol. 1

の
「
２
０
２
４
年
８
月
上
旬

の
日
本
株
市
場
の
急
激
な
相
場
変
動

に
関
す
る
分
析
」
で
は
、
株
式
・
先

物
市
場
の
全
取
引
・
注
文
明
細
を
使

用
し
た
。
前
者
で
は
高
速
取
引
が
な

い
仮
想
世
界
で
何
が
起
こ
り
得
る
の

か
を
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
て
試
算
し
、
後
者
で
は
急
激

な
相
場
変
動
の
背
景
に
あ
る
市
場
の

需
給
や
流
動
性
の
動
向
に
関
す
る
詳

細
な
分
析
を
試
み
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

高
粒
度
デ
ー
タ
の
分
析
や
Ａ
Ｉ
利
用

の
波
が
広
が
り
、
必
要
な
素
地
が
浸

透
し
た
中
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
存

分
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、

育
っ
て
き
た
デ
ー
タ
人
材
が
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
活
躍
の
場
を
広
げ
、
新
た

な
知
見
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

デ
ー
タ
と
感
性
の
融
合
で

デ
ー
タ
と
感
性
の
融
合
で

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
高
度
化

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
高
度
化

　

金
融
庁
で
は
、
マ
ク
ロ
・
デ
ー
タ

分
析
参
事
官
室
の
源
流
の
一
つ
で
あ

る
デ
ー
タ
分
析
統
括
室
が
20
年
度
に

設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
同
室
を

司
令
塔
と
し
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

個
別
金
融
機
関
の
経
営
状
況
や
金
融

シ
ス
テ
ム
全
体
の
健
全
性
や
脆
弱
性

の
的
確
な
把
握
、
す
な
わ
ち
、
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た

め
の
「
イ
ン
フ
ラ
」「
デ
ー
タ
」

「
人
」
の
拡
充
が
着
実
に
進
展
し
た
。

　

デ
ー
タ
活
用
の
高
度
化
に
よ
り
、

金
融
機
関
や
金
融
シ
ス
テ
ム
の
現
状

が
よ
り
詳
細
に
浮
き
彫
り
と
な
っ
て

き
た
一
方
で
、
実
態
を
よ
り
深
く
捉

え
る
た
め
に
は
、
金
融
機
関
等
と
の

対
話
を
積
み
重
ね
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
感
性
を
研

ぎ
澄
ま
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

実
際
に
高
粒
度
デ
ー
タ
分
析
を
試
行

す
る
と
、
違
和
感
の
あ
る
結
果
、
す

な
わ
ち
、
職
員
の
感
性
と
は
異
な
る

結
果
が
導
出
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

だ
が
、
そ
こ
に
新
た
な
気
付
き
が
潜

ん
で
い
る
可
能
性
は
高
い
。

　

従
っ
て
、「
デ
ー
タ
は
正
し
い
は

ず
だ
」
と
う
の
み
に
し
た
り
、
逆
に

「
集
計
ミ
ス
で
は
」
と
一
足
飛
び
に

判
断
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
モ

デ
ル
の
特
性
や
〝
く
せ
〞
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
考
慮
し
て
解
釈

を
試
み
る
こ
と
で
、
新
た
な
発
見
や

真
の
実
態
へ
の
理
解
に
近
づ
く
こ
と

が
で
き
る
。
繰
り
返
し
デ
ー
タ
と
対

話
し
思
考
を
巡
ら
せ
る
プ
ロ
セ
ス
そ

の
も
の
が
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
高
度

化
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

共
同
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
本
格
運
用
の
開
始
に
よ
り
、
デ
ー

タ
活
用
の
高
度
化
は
新
た
な
フ
ェ
ー

ズ
に
突
入
し
た
。
金
融
庁
は
、
引
き

続
き
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
お
け
る
デ
ー

タ
活
用
の
定
着
を
図
り
な
が
ら
、
新

た
な
分
析
手
法
の
試
行
や
環
境
整
備

な
ど
、
デ
ー
タ
活
用
の
挑
戦
も
不
断

に
続
け
て
い
く
。

（
本
稿
の
見
解
・
意
見
に
係
る
部
分
は

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
所
属
す
る
組
織

の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
）

み
や
も
と　

た
か
お

02
年
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
、
金
融

庁
入
庁
。
18
年
英
国
中
央
銀
行
（
Ｂ

Ｏ
Ｅ
）、
20
年
金
融
安
定
理
事
会

（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）、
23
年
マ
ク
ロ
・
デ
ー

タ
分
析
参
事
官
兼
チ
ー
フ
デ
ー
タ
オ

フ
ィ
サ
ー
を
経
て
、
25
年
か
ら
金
融

担
当
大
臣
秘
書
官
。
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー

大
学
経
営
学
修
士
。

い
と
う　

ひ
と
み

12
年
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
、
金
融

庁
入
庁
。
18
年
マ
ク
ロ
分
析
室
補
佐
、

22
年
デ
ー
タ
分
析
統
括
室
補
佐
、
24

年
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
調
整
官
を

経
て
、
25
年
か
ら
保
険
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
管
理
官
。
東
京
都
立
大
学
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
修
士
。
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